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績 必 箭 徽 壷 纏 継 滋 議 姦 鰯 称 斑 協）は、王９５３年

昭 和２８年）！月 に 毅 並 し、ユ９６８隼 （昭 籾４３年）

鯛 に 註 会 福 枇法 人 と なり、昨 隼、法 人化 郷 周 俸 を

迎 え 豪した が、皆さ んに 徽 滋 を 知っ てもらえ てい な

い の で は ？ と い う 患 い か ら
、今 回 は 杜 協 を 犠 集

しま した筥 栓 瀦 は、全 国 の 親 遼 癖 娯 蒲 区 町 材 に

あ り ま す。

毅 協 は、
「議 も 那

、
麹 載 の 一 黛 と して、 安 心 して

い き い 誉 と 暮 ら せ る 後 会 の 実 現」と い う 墓 奉

理 念 を も ち、 蓼 業 を す す め て い 菱 す。

人々のふ れ あい、支 えあ いを 基 本に、お 互いさまの

気 拷ち で、安 心 し て暮 ら せ るま ち づ くり のた め に、

飽 域 の皆 さ ん と 一 緒 に 考 え な 淋 ら 地 域 福 紐 活 動

に敢 り 綴 んで い 菱 す
。

ｒｘ ３ 象 つ シ」 づ く紗 上 野 翼 馨 慈ん 写 首

籔饗譲穫 紙

複 山 市 毅 会 穏 歓 協 議 会 は、 最 柳 こ 穣 出 帝 と

いう 文 字 がつ くイメ ー ジ か ら、福 出 市 役 所 の 綴 織

の 一 部 と して、市 民 の 方 から、よく闘 違 えら れま す．

福 凶 甫 役 所 と は「地 域 福 被 の 擢 進ｊ暮こか か わ り

密 錘 な 謹 け い は あ り ま す 那、被 協 は 唯 会 橿 搬

捲」に纂 づ いた 公 共 僅 の高 い民 闘 の 福 祉 騒体 で す。

嚢 溌 蟻 級 鷲竃贈 鷲龍

飽 域 の 福被 活 動 は
、

替さんの「会 劉 や「寄 付 金」 幾
，

によって 支えら淑て いま 或 灘

陰 劃 や 崎 付金」は、

主 に 地 域 福 秘 溝 動 等
艦珪

の大 きな 財源（支 え）に

なっ て い 漢す。

鯵鱗護暫獺 萎簸 蟻 ⑳ 綴 搬 灘 籔葦

皆さんの 住 んでいる 飽域 の 幅 雛を葛 める会」幅 被 会」「ボラン

ティアの 会」が 行 なって いる麹 域 穣槻 潅 動 の 蹴源 に なるの で す。

例 え ば …
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今麺鰯舟し走社嬢⑳落籔１ま、赤’ム硝一簑やプ頸グでも繧療し椛 蟻戴

福 山 布 社会 福 被 鰯 議 会 検 索
“

私 た ち は 飽 域 福 祉 覆 癒 援 し て い 表 貫
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